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6
月
刊
日
に
オ

I
プ
ン
ノ

『
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
」

なリます。

6月20日掛か勺30日開)は、オープンを記悲Lて無料

開技どなリ、多くの人でにぎわいました。 7月1日ω
か勺 1;[通常の営業を開始 Lます。

室賀の豊かな自然のなかで地元町食材を世った料理

を味わい、ゆっくリと温泉につかって、肌と肌とのο

れあいによる究流を Lませんか。おおぜいの皆さんお

出かけくださ、、。

6月11日岡、 「上田市履林滑草体験実習館(愛称

室賀温泉ささ勺の埠)JのLゅん工式が行われました。

この建物は、地域主流線・温泉棟 ・晴時株を含ι
「農林漁業体験実習館」 地元車産物の直売と揮土料理

を提供する「地域食材供給施設」、敷地の空間を利用

Lた「ふれあい広場」で構成されています。そ Lて、

車業・農村の活性化と都市農村主流の拠点として、ま

た市民的憩いの場として、これか b判用されることに

一 一
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国
立
長
野
病
院
(
よ
山
田
町
)
と
国
立
東
個
南
院
の
統
合
に
よ
り
、
平
成
6
年
度
か
ら
国
立
車

惜
病
院
敷
地
内
に
彊
般
を
進
め
て
い
た

「国
立
新
情
院
」
が
完
成
し
、

7
月
1
日
に

『国
立
星
野

揖
院
』
と
し
て
新
し
〈
開
院
し
ま
し
た
。

こ
の
新
構
院
は
、
県
下
最
大
町
国
立
構
院
で
あ
り
、
畏
野
県
域
を
主
た
る
診
樺
圃
と
す
る
二
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
国
立
星
野
摘
院
は
前
の
園
立
東
信
揖
院
に
比
べ
、
惨
棟
科
目
が
M
科
か
ら

お
科
に
、
ベ
ッ
ド
散
が

3
1
0
か
ら
4
2
0
に
、
医
師
が
市
人
か
ら
相
人
に
、
そ
し
て
看
謹
職
が

1
6
0人
か
ら

2
2
0人
に
そ
れ
ぞ
れ
増
え
ま
し
た
。
今
桂
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
高
度
・

救
急
医
揮
に
対
応
し
ま
す
。

診
療
科
目
(
問
診
療
科
)

目立長野病院の正面玄閤

内
科
/
精
神
科
て
/
神
経
内
科
/
呼
殴
器
科

/
消
化
器
科
/
楯
環
器
科
/
リ
ウ
マ
チ
科
/
小

児
科
/
外
科
/
艶
形
外
科
/
肥
成
外
科
/
脳
神

経
外
科
/
心
臓
血
管
外
科
/
皮
膚
科
事
/
協
尿

器
科
/
産
科
/
財
人
科
/
版
科
/
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
也
事
/
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ
冒
J

科
/
肱
射
線

科
/
歯
科

m
(入
院
対
応
)

/
麻
酔
科
/

烈
人
間
ト
ッ
ク
は
あ
り
ま
せ
ん

(
事
印
は
非
常
勤
医
姉
が
対
応
)

診
療
機
能

-
故
意
医
療

三
次
的
教
急
(
と
り
わ
け
高
度
目
治
療
を
必

要
と
す
る
救
急
医
療
)
に
、
剖
時
間
3
6
5
日

対
応
し
ま
す
(
常
勤
医
白
い
な
い
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
、
皮
膚
科
、
精
神
科
は
除
く
)
。
一

次
救

急

(
そ
の
場
で
帰
れ
る
教
急
)
、
二
次
教
急

(入
院
ま
た
は
手
術
が
必
要
な
教
急
医
療
)
は、

t 

地
域
の
当
番
医
療
償
問
で
畳
診
し
ま
し
ょ
う
。

国
立
長
野
病
院
は
、
主
に
三
次
的
救
急
を
受
け

持
ち
、
地
元
自
医
療
機
関

(病
院

・
医
院
)
白

桂
方
支
揮
を
行
い
ま
す
。

-
が
ん
に
対
す
る
匡
曹

高
度
な
医
療

(手
術
、
車
物
治
的
問
、
政
射
線

治
療
な
ど
)
を
行
い
ま
す
。

-
灘
病
医
療

脇
原
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
忠
、
リ
ウ
マ
チ
、

神
経
態
柑
な
ど
簸
病
医
療
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
周
産
期
医
療

出
産
前
桂
の
時
期
の
母
子
医
療
に
力
を
注
吉

ま
す
。

-
そ
の
他

中
核
病
院
と
し
て
由
へ
き
地
医
療
に
も
従
来

ど
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
「
地
域
災
害
拠
占
病
院
」
「
エ
イ
ズ
治

療
拠
点
病
院
」
と
し
て
の
機
能
や
、
付
属
看
護

学
校
で
の
看
護
婦

(士
)
華
成
に
も
努
め
て
い

ま
す
。



国
立
長
野
病
院
の

開
院
に
あ
た
っ
て

、4

新
し
い
国
立
星
野
病
院
は
、
地
域
白
皆
さ

ん
の
多
大
な
こ
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

7

月
1
日
に
開
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
病
院
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

①
惨
樺
権
能
を

充
実
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
、
慣
頼
さ
れ
る
医
療
を
慢
供
す
る

『シ
ャ
ト
ル
パ
ス
』運
行
中
/

国
立
長
野
病
院
へ
田
市
民
自
足
白
硝
保
を
図

る
た
め
、
上
回
駅

1
国
立
病
院
閣
を
結
ぶ
、
直

通
の

ν
ャ
ト
ル
パ
ス
を
卯
八
万
間
柄
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

(
日
暇

・
悦
日
は

理
体
。
路
線
闘
は

「広
報
」

5
月
1
日
号
に
尚

峨
さ
れ
て
い
ま
す
@
料
金
は
片
道

2
4
0円
)。

・
上
田
駅
量

(国
立
病
院
行
き
)

午
前
8
時
同
分

1
午
桂
1
時
拍
八
万

(
そ
れ
ぞ

れ
日
分
と
品
分
に
出
発
)

-
国
立
病
院
聖

(上
田
駅
行
き
)

午
前
日
時
泊
分

1
午
佳
2
時

(そ
れ
ぞ
れ
正

時
と
却
分
に
出
発
)

-

『市
内
置
理
パ

Z
』
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
と
。

@
患
者
さ
ん
中
山
町
診
療
、
署
髄
を

通
じ
て
患
者
サ
ビ
ス
(
心
を
込
め
た
暖
か

く
て
や
さ
し
い
医
療
、
納
骨
す
る
ま
で
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
説
明
)
に
冊
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
新
病
院
に
か
け
る
思
い
は
、

病
院
の
玄
関
前
に
あ
る
、
シ
ン
ボ
ル
の
彫
刻
、

「
包
む
」
「
主
え
る
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
新
病
院
を
市
民
に
聞
か
れ
た
病

院
と
し
て
運
営
し
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
地

域
の
病
院

・
医
院
と
は
、
病
気
に
よ
っ
て
は

患
者
さ
ん
を
紹
介
し
た
り
、
さ
れ
た
り
の
関

係
を
通
じ
て
連
携
し
ま
す
。
病
院
内
で
は
、

紹
介
医
と
の
共
同
診
療
や
、
高
度
医
瞳
機
器

の
共
同
利
用
な
と
開
放
型
病
院
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
買
軽
に
病
院

ま
ず
『か
か
り
つ
け
医
』
で

受
診
し
ま
し
ょ
う

高
度
な
総
合
的
訟
躍
が
可
能
な

『
国
立

長
野
病
院
』
で
す
が
、
軽
い
病
置
で
も
皆

さ
ん
が
畳
お
し
て
い
て
は
、
外
来
ば
か
り

が
理
雑

L
、
整
惜
し
た
高
度
な
医
療
機
能

を
じ
ゅ
う
ぷ
ん
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

ま
ず
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
の
病
院

・

医
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
国
立

病
院
は
、
地
域
的
病
院
・
医
院
と
連
携
し

て
、
地
域
医
曜
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
患
者
さ
ん
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
華
し
い

催
し
物
〔
た
と
え
ば
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
、
毘

覧
会
)
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
病
院
の
敷
地
内
に
は
、
近
く

「
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
」
が
着
工
す
る

予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
医
療
従
事
者
由
研
畦

の
み
な
ら
ず
地
域
の
皆
吉
ん
に
開
放
し
て
、

情
現
金
や
患
者
会
、
家
族
会
、
鴎
習
会
、
軍

庭
介
聾
教
室
な
ど
を
主
慢
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
新
病
院
は
国
立
病
院
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
も
毘
識
し
て
、

私
た
ち
職
員
一
問
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

に
心
の
通
う
医
療
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
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開
院
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
病
院
の
開
院
を
記
念
し
て
、
市
民
自

皆
さ
ん
と
と
も
に
新
病
院
自
新
し
い
世
割

を
考
え
る
た
め
に
、
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
ま
す
。
書
加
は
自
由
で
す
。
帯
っ
て
ご

書
加
く
だ
さ
い
。

-
と
き

7
月
幻
日
開
午
桂
1
時
初
分
i

5
時

-
と
こ
ろ

国
立
長
野
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
1
ル

-
テ
ー
マ

『新
病
院
目
新
し
い
役
割
』

1
心
疾
患
を
中
心
と
し
た
地
域
救
急
医
療

.
基
調
講
演

厚
生
有
鑓
康
政
措
向
指
導
課
謀
長
補
佐

・

土
届
弘
幸
さ
ん

-
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
座
長
国
立
長
野
病
院

・
長
田
院
長
)

そ
の
他
、
市

・
救
急
関
保
者
、
医
師
会

そ
し
て
市
民
代
表
者
が
害
加
し
、
ン
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

新
病
院
を
見
学
し
よ
う
ノ
・

一目
需
院
オ

プ

ン
デ
I

7. 

っ
た
国
立
長
野
病
院
。
順
路

に
沿
っ
て
、
自
由
に
院
内
を
見
学
し
ま
し
ょ

う
(
た
だ
し
、
病
棟
は
除
き
ま
す
)
。

-
と
き

7
月
幻
日
開
午
前
日
時
i
午
桂

5
時

広'16ラ~!irg

• • • 

-
問
い
合
わ
せ

国
立
長
野
病
院
医
事
媒

@
?
8
9
0
)
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情報
(燃やせるごみの指定袋の種類が増えました目

家庭用 10 Qの袋250円/10枚 1組

事業用 20 Qの袋650円/10枚 1組

7月中から販売を行います。

マ問い合わせ 環境業萌諜 (~0666 )

l子|育|て|支|援|セ|ン|タ|ー|

墜圃圏直斗

『阿川崎防f~
おうちのかたといっしょに、パ

ネルシアターを見たり下遊びなど

して遊びませんか。

園とき 7月11日幽

(雨天のときは14日(月))

午前10時-10時50分
.ところ 上回城跡公圏内

上回城跡本丸跡

マ対量未就園児とその保謹者

(おユくさん、おばあさん、おじい

さん白書加もよ歓迎です) マ持

ち物 ほうしなど、瞳き物マそ

の他 書加巾し込みは不要、事加

'I'tは無料です。 マ問い合わせ

南部保育[組内 ・ 相談富(~3096)

家
庭
介
護
教
室
開
催

お
気
軽
に
ご
参
加
を

••• 
国
立
長
野
病
院
で
は
、
家
路
に
あ

る
も
白
を
利
用
し
て
寝
た
き
り
の
か

た
を
お
世
話
す
る
、
や
さ
し
い
介
護

教
室
を
聞
き
ま
す
。

マ
と
吉

7
月
四
日
出
午
桂
2
時

1
3時
刻

分

マ
内
容

排
せ
つ
の

お
世
話
マ
費
用

資
料
代

1
0
0

円

マ
持
ち
物

筆
記
用
具

マ
定

員
先
者
叩
名

マ
そ
の
他

ス
カ
!

( 

ト
は
道
け
、
身
軽
な
服
長
で
ど
う
ぞ
。

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

国

立
長
野
病
院
継
続
看
護
研
究
会
(
困

@
1
8
9
0
・
困

3
4
7
)

中
国
寧
波
市
訪
問
と

長
江
三
峡
下
り
の
旅

••• 
今
年
で
友
好
交
流
闇
市
健
悦

3
年

同
を
迎
え
た
中
軍
人
民
共
和
問

・
術事

披
市
ほ
か
を
訪
問
す
る
、
市
町
民
友
好

訪
中
団
の
回
目
を
募
集
し
ま
す
。
今

回
は
、
率
波
市
紡
問
の
ほ
か
、
最
後

の
チ
ャ
ノ
ス
と
な
る
長
江
三
一
献
下
り
、

開
革
ま
も
な
い
北
陸
新
幹
線
乗
車
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
と
幸

四
月
4
目
的

1
m
日
開

マ
定
員

四
名
(
申
し
込
み
多
数

白
場
合
は
抽
選
)
マ
訪
問
地

(予

定
)
寧
披
(
天
堂
寺
、
天
一
閥
、

国
際
フ
ァ
ッ
ン
ョ
ン

γ
ヲ

l
、
寧
融

市
歓
迎

・
交
流
会
)
、
重
度
、

三
映

下
り
(
白
帝
域
、
+
亦
壁
ほ
か
)
、
武

様
、
上
海

マ
費
用

約
お
万
円

マ
幕
聾
期
間

7
月
l
日
出
i
お
日

刷
出
マ
主
催
上
回
日
中
友
好
協
会

マ
由
申
し
込
み

は
が
き
に
、
住
所

氏
名
、
屯
話
器
号
、
生
年
月
日
、
旅

券
帯
り
を
明
記
し
、
日
中
友
好
協
会

池
上

(干
3
8
6上
田
市
踏
人

2
1

5

日
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

マ

問
い

合
わ
せ

池

上

倫
窃

3
3
6
0)

真
夏
の
ひ
と
と
き
を

直
江
津
港
で
楽
し
む

••• 
7
月
別
日
開

「梅
の
日
L

の
振
替

休
日
を
、
大
型
フ
ェ
リ
ー

「
は
あ
き

ゅ
り
」
に
乗
っ
て
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

「
れ
い
ん
ぼ
う
ら
ぷ
船
内
見
学
」
、
無

料
白

「直
江
樟
港
内
ク
ル
l
ジ
ン
グ

〔小

・
中
学
生
対
輩
、
定
員
制
)」

も

t 

同
時
に
防
備
さ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
越
市
役
所
河
川
・

港
湾

・
電
孤
立
地
対
策
蝶

(個
0
2

5
5@
5
I
l
l
・
困

3
4
3
)

【4l7 

H

千
曲
川
u

水
辺
ま
つ
り

親
子
で
夏
を
楽
し
も
う

広喜Fラ左足"!9. 

••• 
上
回
商
工
会
議
所
刺
立

1
0
0周

年
を
記
念
し
、
I

H

千
曲
川
M

水
辺
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

8
月
2
日
出
(
雨
天
等

白
予
暗
日
は

3
日
)
午
前
9
時
3
午

後
l
時
予
定
(
受
け
付
け
は
午
前
8

時
加
分
か
ら
)

マ

と
こ
ろ

古
舟

偏
下
流
古
舟
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近

マ

内
容

血
取
り

・
宝
さ
が
し
大
会

(
小
学
生
の
み
て
漁
法
公
開
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
、
千
山
川
ク
リ
ー
ン
大

作
戦

マ
事
聾
人
員

約

瑠

り

・
宝

さ
が
し
大
金
書
加
小
学
生

3
0
0名
盤

込

(必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と
、
先
君
し
会
し

ぶ

大

自閉

順
)

マ

書
加
費
大
金
書
加
小
学
こ
駆
加

生

2
0
0円
マ

持
ち
物

書
加
胴
咽
時

費
、
昼
食
、
水
筒
、
担
う
し
、
抑
制
替
上

ぇ
、
長
靴
、
魚
取
り
用
あ
み
な
ど

ろ
肌
僻

マ
申
し
込
み

官
製
は
が
き
に
、
書

こ
3

と

~
隻

加
者
氏
名
(
保
護
者
名
、
児
童
名
)、
A
V

脇町
加ls
 

児
童
白
芋
年
、
住
所
、
電
話
番
号
を
時
後
肘

明
記
の
?え、

7
月
7
日
開

1
凶
日

3
午

後
{

)
へ

幽
に
上
回
商
工
会
議
所

C
T
3
8
6
午
会
時
}

~
大

3
7

上
田
市
大
手
l
丁
目
叩
番
包
号

・
困

時

ケ

後

6

叩
オ
午

7

@
4
5
0
0
)
へ
ど
う
ぞ
。

前

ラ

~
1

午
カ
時
宮

到

O
E

日

容

輸
則
廃

6
内
午
商

R
b

(
白血



たき 吉のう

第一回上田城薪能
1>とき 8月28日附午後6時開演 (開場は5時) 1>とニろ上

関城跡公闘機門前広場特設能舞台 (雨天会織は上回市民会館) 1>鑑

賞券 (全席自陶) 前売り 3.000円、当日 3.500円 1>前売り開鎗

自 7月1B加 1>前売り券取り扱い 上悶西武、琴光主、上回市民

会館、よ悶市文化会館 (中央公民館)、各公民貧富 (函館 城南 ・上野

が丘・準困・川西〉、市立憾物館、市立国密室富 ・上小地域プレイガイ

ド (西友東部町底、西友丸子町応) 1>問い合わせ 文化線 (圃~4
100 ・固5122、5121・@5102) 

上田市文化自主事業

固泡渇762.二の丸 1-2上田市民会館

ふ
れ
あ
い
と
感
動
を

聖
火
リ
レ
!
チ

I
ム

••• 
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
節
技

大
全
日
製
火
リ
レ
ー
が
、
来
年
2
月

引
日
か
ら

3
月

5
日
に
か
け
て
長
野

県
を
縦
断
し
ま
す
。
リ
レ
ー
は
県
内

叩
広
域
で
行
わ
れ
、
上
小
地
域
は

3

月

3
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
聖
火
リ
レ
ー
の
書
加
チ
!
ム

(
県
下
各
市
町
村

1
チ

ム

)

を

募

集
し
ま
す
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

l
名、

押
走
者
4
名
白

5
人
1
チ
i
ム
で
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
マ
尊
重
期

間

7
月

1
日

ω
i
7
月
剖
日
同

マ
問
い
合
わ
せ

・
自
申
し
込
み

長
野

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
組

織
委
貝
会
事
務
局
「
型
火
リ
レ

I
保」

巴因。
2
6
1
2
2
5
1
1
8
0
0

因
。
2
6
2
2
5
1
8
l
o
y

上
岡
市
福
祉
課
(
困

1
6
0
2
)

防
衛

・
医
科
大
学
校

自
衛
官
等
募
集
中
/

••• 
マ
募
軍
内
容

①
防
衛
大
学
校

②
防
荷
医
科
大
学
校
③
看
護
学
生

④
航
空
戸
子
生
⑤
一
般
首
候
補
宇

生

⑥

曹

候

補

士

⑦

2
ホJ
陸
・
海
・

圭
士

(
4月
入
隊
)

マ
畳
け
付
け

①

1
③
は

9
月
刊
日
か
ら
、
④

1

⑦
は

8
月

1
日

か

ら

マ

モ
の
他

受
験

・
衣
立
住
無
料
、
学
生
手
当
て

有

り

マ

問

い
合
わ
せ

自
衛
隊
上

回
募
集
事
務
所
(
回
@
5
2
6
7〕

セレ品五1

サンテラスホ ル
圃渇37凹

丸子町文化会館

綾子アニメ映画会
c5絡に伝りたいJ

東部町文化会館
「一了五百'""互主/.ート

ポップス ピアノコンサ
ト&ピアノクリニック~

ザノテラス鱒土作家
企画展ン ') ズ

荒井茂鎗絵画展

7

ト

崎

〉

ツ
U

き

線
ケ

〈

と
柳
一
局

b
原

マ

務

Ia

川川一市川
V

I
l
l
i
-
-
:
:
:
:
:
a
一
会
駅
リ
に

二

塁
由
民
ヨ
ジ
ザ

l
F
一一

師
団

J
H

町
路

斗

目

i
サ
ク
ソ
フ
ォ

l
ン
回
童
書
j

一
繍
遣
問
的

一
上
面

i
ト

マ
と
き

8
月

l
日
幽
午
後

一

軒
ト
ン

一

6
時

ω分
間

前

マ

と

こ

ろ

一

副

柿
聞
い

一
上
即
創
造
館

4
階
プ
ラ
ネ
タ
リ

，
b

(
同

十
不

HV
み

ウ

ム

室

マ

出
演

上

回

市

民

一

吹
婁
楽
団
・
サ
ク
ノ
フ
ォ

l
ン

一

四

重

喜

団

マ
調
書
曲
目

ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

・

小
さ
な
こ
ど
も

・
グ
レ
ン
ミ
ラ
!

日

メ
ド
レ

他

マ

定
員

1
1
一

O
名
(
先
帝
順
)
マ
入
場
料

ー、

0
0
0円
マ

チ
ケ
ッ
一

ト

7
月

5
日
出
か
ら
創
造
館

一

受
付
で
取
り
扱
い
ま
す

(午
刷

一

9
時

1
午
後

5
時
、
包
括
で
の

畳
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
)

…

今
年
も

7
月
刊
日
出
・
初
日
制
に

『祇
園
祭
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
四
交
通
規
制
は
例
年
よ
り
拡
大
し
て
、
新
設
と
な
っ
た
上
田
駅

お
域
口
ま
で
と
し
ま
す
。
ハ
ス
停
(
上
回
西
武
前
へ
)
と
タ
ク
ン
!

乗
り
場
(
温
山
市
口
へ
)
も
移
動
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
課
内
自
治
会
事
務
局
(
困

1

3
5
9
)
 

-
枠
申
剛
山
T

桐祝
岬
咽
川
町

六
λ

爪り包市
回
同
嗣

げル
H
内

，.，
A
T
J
 L 

母
子
・

父
子
家
庭
の

集
い
に
ご
参
加
を
/

••• 
上
田
市
と
母
子
寡
蜘
福
祉
会
で
は
、

「母

・
文
と
子
の
集
い
妙
高
サ
ン
ン
ャ

イ
ン
ラ
ン
ド
の
旅
」
白
書
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

8
月

3
日
間
(
午
前
日

時

出

発

)

マ
と
こ
ろ

妙
高
サ
ン

ン
ャ

イ
ン
ラ
ン
ド
マ
書
加
費

中

学
生
以
下

1
、
0
0
0円
、
大
人

(
高
校
生
以
上
)

l
、
3
0
0
円

マ
申
し
込
み

現
金
を
添
え
て
、
福

祉
課
ま
た
は
母
子
森
田
剛
福
祉
会
ま
で

ど
う
ぞ
。

マ
定
員

1
6
0
名

〔先

着

順

)

マ

問
い
合
わ
せ

福

祉
課
(
町
@
4
1
0
0
・8
1
6
1

0
)
 $ICI:盟国

月日 信‘ し 問調時間 入喝 問い合わせ

1~ 14:00 無料
商工会随所ふれあいコンサート
@4500 ω 

小吹奏車よ小中学校吹饗棄
9:30 無料 連盟事務局6'8) 交歓漬宴会

@Ol03 

MIN-ON 田辺晴雄&九量佑ニ子
18:30 43∞阿 畏野"出 『夢で遭いましιう』

1>.号制

14∞ $38∞円
晴lオフィス

轟13181 番目晋コンサート

"∞ 
A3Q∞円

俗怒号捌

掌控合唱大会
291;刈 畳野県学校舎唱大会

12:30 無料 .個7ロッウ
東信ブロック

16Z2(E:中)
上田市民劇場7月例会

会員券
上田市民30，*， 

加繭値一事務所公'"
必要 @創96M'97 31府 『カッコーの巣のよを」

道路拡幅完成記念

ウキウキ//遊楽フェスティパル
1 7 !s再Fラ~E9【5】



-情報テーブル・

f事務職

市職員を募集します手術職

-平成9年度よ田市職員事聾要項 た統 書義護 名
民験匡分臣殿程度応募資絡民厳科目 繍 要 一

昭和47年 1 民験日

〈行政)程 度降にさ主ま専門民完全(1)受付開蛤 に まり 員

れた人 午前8時 あ

昭和引年 午前8時30分 のそ

一般率務B 高等歩後 4月2日以教餐院駿 白

〈行政} 寧家程度降に生ま適性鉱験 2 本民験に応 (高校用)使を 他の 1履歴2 干も
れた人 事できない人 か

昭和37年
(1)日本国績を

有しない人

♀2品。 瓦j2!11から 験書畳込申 否者給IH。80 信在は

4月2日以
(ただし『一般

一般事務C 降に生ま
事務c国際』

日|大掌事業
れた人で

被費低層貧 については除 闘 の あ 添付l切手可
左側に縄

程度
げる専門

専門院験 外ずる]

(2)地方公務員
祉会福祉 知峨・経

法第16条各号

込ん申し 世所総 t日7t子同7 重五両
験を有す

のいずれかに
る人

該当する人

昭和"年
で〈 務諜 ω日 側日 マ(合④伎術 A 大学塁手業 4月2日以 11餐賦昼食 3 採用人数

(土木) !l /J' 降に生ま 専門限験 若干名

れた人
スノ 閉さ

昭和'"芋
コだ行もガ い い
1 さ イ 音わ 。

伎街 B 高等学校 4月2日以 教養賦駿 ド L、っド
(土 木) E事集程度 降に生ま 専門民駿

N7a固(。 ていえう せ
れた人

銭衡 c 昭和37年

[~=tt~l 
大学卒業 4月2日以 教費民験

現規学 程度 降に生ま 専門限験

.11建築学 れた人 ごサテ

利 lレ

道
路
側
溝
・
水
路
等

維
持
管
理
に
協
力
を

見
容
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
県

・
市
で
も
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
道
路
、
水
路
の
古
川
検

艶
備
な
ど
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し

て
い
き
ま
す
が
、
市
民
自
皆
さ
ん
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
道
路
側
緋
な
ど
の
つ
ま
り
、

道
路
、
水
路
で
危
険
閉
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

①
国

・
県
道
に
つ

い
て
上
回
雄
投
事
務
所
管
理
計
両

諜
〔

m窃
1
2
6
0、
同

Y
4
5
1
9
)

②
市
道
に
つ
い
て
市
役
所
管
理

課
(
困

1
5
0
7
)

••• 
最
近
、
股
作
業
な
ど
に
よ
る
除
草
、

ま
た
空
き
缶
、
ゴ
ミ
な
ど
田
投
げ
捨

て
に
よ
り
、
道
路
側
溝
が
つ
ま
勺
て

水
が
道
路
に
溢
れ
た
り
、
悶
畑
や
人

事
へ
白
流
入
が
多
発
し
て
お
り
、
対

応
に
苦
曙
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
る

> 

梅
雨
末
期
の
大
雨
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
/

••• 
こ
由
時
期
は
大
雨
に
よ
る
水
害
ゃ
、

雨
に
時
間
尭
さ
れ
発
生
す
る
が
け
崩
れ
・

地
す
べ
り
と
い
勺
た
土
砂
災
害
が
発

ま
す
。

し
、
世
告
を

次
の
点
に

[6l 1 

ワ
ン
ポ
イ
ン

7 

L
し
、
ゴ
ミ

会
主
6
1
U

よ
-つo

-
宜
を
。

E

ら
の
水
が
濁

・
入
る
。
小
石

、
く
る
。

v

び
割
れ
が
で

，
水
が
捕
る
。

函
山
す
。

'
す
る
。
雨
が

?に
、
川
の
水

，
流
れ
が
捕
っ

E
V始
め
る
。

川
に
注
意
し
、

め
に
避
難
を
。

》
い
っ
t
し
ょ
に

も
ふ
だ
ん
か

ら
家
膝
企
貝
で
避
雌
場
所
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
，
っ
。

マ
問
い
合
わ
せ

0
6
)
 

I1iI6ラjU!9.

総
輯
課
(
困
1
2平成7年7月術雨前線

車両虫害(長野市}



a邑
' 

市
で
は
、
広
く
各
界
各
庖
の
市
民
の
意
見
を
聴
き
、
市
民
書
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
各
界
階
層
別
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

次
由
日
程
で
開
時
団
体
等
と
の
懇
談
合
を
行
い
ま
す
が
、
市
政
に
関
心
を

お
持
ち
の
か
た
も
書
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
害
加
者
を
公
的
詳
し
ま
す
。

こ
の
各
界
陪
府
別
市
政
懇
談
会
は
、
今
回
掲
載
の
区
分
白
ほ
か
に
、
女

性
、
保
健

・
福
祉
関
住
者
、
環
度
衛
生

・
市
民
生
活
関
悟
者
、
工
業
開
悟

者
、
教
育
阿
保
者
、
外
国
人
の
区
分
に
よ
る
懇
談
合
を
予
定
し
て
い
ま
す

(今
桂
白
日
程
等
は
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)。

書
加
を
希
望
す
る
か
た
は
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
、
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
害
加
希
望
日
⑤
市
政
に
対
す
る
宜
比
や
要
望

を、

7
月
日
日
仰
ま
で
に
市
役
所
秘
書
課
(
〒

3
8
6上
聞
市
大
手

l

日
l
凶

胴

窃

3
4
3
5側
③
5
1
1
1
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
5
月
届
け
出
分
・
敬
称
略
〉

大
星
斎
渇
か
ら
ご
遺
族
の
か
た
に
お
願
い
し
ま
す
。
大
是
斎
喝
を
使
用
す
る
と
き

「心
付
け
」
は
Mm止
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
鴎
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

E...t韮温函臨画血血温温孟量証雌草白

所

J/j29B閣時1随時|膏年

特
定
疾
患
医
療
受
給
者

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

••• 
市
で
は
、
特
定
疾
忠
医
療
畳
給
者

証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
に
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
。

マ
対

車

市

内

に

世
み
、
特
定
疾

思
医
療
畳
給
者
証
白
交
付
を
畳
け
て

い

る

か

た

マ

主
給
金
額

l
万
円

(
支
給
は
年

1
固
で
今
回
目
申
請
白

み

)

マ

申

し

出
町
期
限

7
月
辺

日

開

マ

申

し
出
の
方
法

福

祉

課

窓
口
で

『
見
舞
金
支
給
申
鵠
書
』
と

『特
定
夜
忠
医
療
畳
給
者
証
白
写
し
』
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白
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ん
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缶
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源
回
収

方
法
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簡
単
に
い
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と
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現
在
行
っ

て
い
る
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ー
紙
・
市
」
の
資
源
回
収
と
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同
じ
日
に
同
じ
場
所
で
「
び
ん
・缶
L

を
回
収
す
る
と
い
う
も
の
で
す
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各
自
治
会
に
よ
っ
て
、
回
収
場

所

・
回
収
日
が
異
な
る
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合
が
あ

り
ま
す
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び
ん
・缶
L

の
貰
源
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収
は
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よ
う
に
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せ
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い
で
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ょ
う
か
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日
ご
ろ
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庭
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中
身
を
取
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除
い
た
り
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ャ
ッ

プ
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取
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除
く
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肱
ん
だ

3
ん

・

缶
」
を
軽
く
水
洗
い
す
る
〔
と
く

に
缶
詰
な
ど
は
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よ
く
ゆ
す
ぎ
水

気
を
取
る
)
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び
ん
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缶
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そ
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方

法

口
座
振
替
で
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給
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ま
す
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引
き
続
き
支
給
を

受
け
る
か
た
も
申
し
出
が
必
要
で
す
。
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郎
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健
康
福
祉
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長
嫌
福
祉
事
務
所
長
、
健

雌
推
進
総
長
w
p
務
取
川
以
内
藤
政
則

(健
雌

推
進
課
長
)

な
お
、
前
健
康
福
祉
郎
長
の
山
M

簡
易
さ
ん

が、

5
月
剖
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ぞ
れ
に
分
け
て
お
く
。

・
回
収
目
に
、
回
収
場
所
で
は

「
び
ん
」
は
、
①
無
色
透
明
②

茶
色
③
青
色
・
緑
色
④
黒
色
白

4

色
に
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
る
。
「
缶
」
は
、
ア
ル

ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
を
一
括
し
て

ネ
ッ
卜
に
入
れ
る
(
詳
し
く
は
、

先
に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
こ
う
変
わ
る
、
ご
み
の
出
し
方
パ
ー

ト

2
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

-

問
い
合
わ
せ

環
境
業
務
課
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胴
窃

0
6
6
6
)

「
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
日
L

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収
柴
田
」
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平成9隼度畏野大学総合科目前学期/パネルディスカッンヨン 『地 域 と 文化』

bとき 7月17日同午後零時45分、3時 tとニろ 長野大学4-101教室
t入場料 無料 t問い合わせ 長野大学生涯学習セノタ (園ゆ 0007)7 広喜Fラ'~E9【7】



『休
日

・
夜
間
町
医
療
情
報
』
は
よ
田
中
央
消
妨
署
(
国
⑬
0
1
1
9)
・
上
回
南
部
消
防
署
(
岡
⑧
0
1
1
9
)へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
聞
を
紹
介
し
ま
す
。

保健 診 tt
-育児11 0番が開設されました

ふさがず ~ l. ~ l. 

育児中白悩みは、 23-4444へ
この7月l日より、育児相談専用の直通電話を開設

しました。待ちに待っていた赤ちゃんが生まれ、楽し

いはずの育児も、楽しい時ばかりではありません。育

児で因ったとき、悩んでしまったときは、思い切って

相談してみませんか。専任田保健婦がゆっくり相談を

お受けします。

くたとえばこんなとき>

.育児に疲れたとき

・育児に自信がなくなったとき

・育児カ代、ゃになってしまったとき

・赤ちゃんが泣いてどうしようもないとき

・どう育てたらいいかわからなくなったとき

.お母さんが眠れなくなってしまったとき

・そ白他困ったときや、悩んでしまったとき

心をふさがず、話してみましょう。

マ電話番号 ⑫4444 マ相政時間

日曜日午前9:00-午桂5:00

-丸山幸量ちゃん
( 3鰻 3か月績町〉

.司"
.丸山I措置ちゃん

"か月繍町〉
『録の君臨寅のめんどう

をよく見て〈れる優しい
お鋪さんの咲貧です，二
人はいつまでも仲良Lで
いてね」と、母の通恵さ
んa

霊臨24空健康推進課

-子宮カ札検診受診のあすすめ

上田市では、昨年子宮がんで亡くなられたかたが5

人でした。子宮がんは女性のだれもがかかる可能性の

ある病気です。 しかし、 子宮がんは早期に尭見し治療

することで治りやすいがんなのです。

不正出血や腰痛などの症状が出る前に、毎年欠かさ

ず検詰を畳けましょう。

史民ゑ患担A琵Q)>;ゑ憲史携関32畳診できます。お

誕生日や記念日に忘れずにお畳けください。

マ対象者 30歳以上田女性 マ検惨料顕がん検診

1. 000問、顕がんと体がん輸診 1. 700円

月附日~金

~サマーキャ ンプ~
(ホームベージ作成セ ミナー)
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8月 l日働午一前8時30分~午後5時30分いスで取材)

8月 2日出午前10時集合〈合制

8月 3日(日)午後5時解散

.ところ 上岡市マルチメディア情報センター

(メディアラ/ドUEDA) 

・合宿場所 上田市技術研修センタ ー

.対象 小学5、 6年生~中学生

.定員 16名 (応募多数の場合、抽選)

置会費 12.000円 (諸費用含む)

.応募方法 7月13日(印までに官製はがきで

どうぞ。

-とき

実施日
7 ~ 6日t四

王且l!!ニ
インタ ネット実習セミナ i 7月"日出

l 午後 1時30分-3崎

綾子で遊ぼう/コンピューターと劃まう/ I 7月11回世 25日働 l 入楓前の幼児や聞児と
ママと幼児のための3ンビューター教室 | 午後1時-1時30分 l そのお母さんのぺア

出料金が無料のセミナー以外は命し込みが必要です。メディアランドUEDAヘ直後.路でどうぞ。

問い合わせ・メディアランド UEDA

(II!陶1000困⑮1010)
.セミナ にもご害加を

鶴座名 受講料定員(先着周回)対象者

[8] 

無料

1，500門

1，∞0門

7 

16名

16組

!1i1llラ.AE9.

どなたでも

初級者

イノタ ネット体験会
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